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旭化成株式会社 延岡支社の紹介
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延岡支社の紹介

宮崎県延岡市

旭化成グループ国内最大の生産拠点
従業員数︓約6,000人
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延岡支社の紹介
＜沿革＞
1922年 旭絹織株式会社を設⽴（創業）

1923年 延岡（当時︓恒富村）
カザレー法によるアンモニア製造を開始

1931年 延岡 アンモニアを利⽤したキュプラ繊維
（ベンベルグ）の生産を開始

その後、「日向地区」を生産拠点に加え、
現在は、繊維、火薬、基礎化学品、樹脂・
医薬品原料、メディカル製品、エレクトロニクス製品
など、当社の収益を支える数々の製品を、
６拠点 ２５工場で製造しています。
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延岡支社の工場と製品の紹介
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延岡支社の工場と製品の紹介
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延岡支社の工場と製品の紹介
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既存設備の機械安全対策推進と
人財育成



既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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１．これまでの機械安全活動＜経緯＞
2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

活動

既
設

新
設

様々な活動を⾏ってきたが、挟まれ・巻き込まれ労災を根絶できなかった

●内部監査︓回転体技術基準に基づく点検（全工場）

●内部監査︓⾃動化機械技術指針に基づく点検（全工場）

●設備総点検（ベンベルグ、レオナ繊維、エルタス、不織布、ハイポア⽇向、メディカル恒富）

●支社⻑指⽰︓「挟まれ・巻き込まれ災害の防⽌」対象︓繊維６工場

●設備総点検（電解システム製造部）

●全社 機械リスクアセスメント 導入
延岡支社『機械リスクアセスメント研修会』開催 2014年度〜2017年度実施

●環安部⻑要請︓「挟まれ・巻き込まれ災害の防⽌」対象︓繊維６工場以外
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①機械の高リスク危険源を同定できない
②工場の製造部門が⾃⼒で既存設備を改善するのは
容易ではない

－既存設備の機械安全に⽴ちはだかる大きな壁－
・知識が⼗分でない
・現状を否定しなければならない
〜研修の中で何度も聞かれる⾔葉〜

「基本的にそこは触る事はない」「そんなところに触る作業者はいない」

２．課題
既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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◆新たな取り組みを８工場で開始 （2018年度〜）

① 正しい機械ＲＡができる人財育成
・４つの機械安全研修を創設

② 既存設備への機械ＲＡ導入
・産機システム技術部、日本認証㈱様（共に機械安全の専門家）と連携

対象︓８工場
ベンベルグ工場で先⾏開始（2017年度~）
レオナ繊維工場 不織布工場 旭化成コード㈱ 繊維技術研究所
カヤク・ジャパン㈱雷管工場 電解システム製造部 旭ケミテック㈱

３．新たな取り組みの開始
既存設備の機械安全対策推進と人財育成



３.ＳＳＡ資格取得
・ＳＳＡ受験、ＳＳＡ基本コース、
ＳＳＡ受験対策講座
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２.機械安全キーマン研修
・自工場の機械で機械ＲＡが書けるようになる
※機械ＲＡに基づき、設備を改善する

１.部課⻑層機械安全研修
・機械安全を理解する

４.機械安全実践研修 ※対象︓工場⻑〜ｵﾍﾟﾚｰﾀ

・機械安全モデル機を使って、
①「危険源」を⾒つけられる
②「機械安全指針類不適合箇所」を指摘できるようになる

機械安全を推進する人財の育成
４つの研修を創設

SSA/SA

合格者
から選抜

４．人財育成
既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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◆機械安全キーマン研修
既存設備の機械安全対策推進と人財育成

１．目 的︓ ①本研修は研修のための研修ではなく
実際の設備で機械ＲＡシートを完成させ、実改善を⾏うステップ
の一部とする

②既存設備の機械リスクアセスメントを実践できるキーマンを育成
する

２．対象者︓ＳＳＡ資格（／ＳＡ資格）保有、かつ、キーマンとしての役割を担える者

３．講 師 ︓⽇本認証株式会社 教育部 部⻑ 栃尾 昌洋氏
※監修︓産機システム技術部

４．内 容 ︓研修期間︓約５か⽉
・危険源同定2.5ヶ月、リスク低減方策2.5ヶ月
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日本認証講師が各現場で直接指導
◆機械安全キーマン研修

既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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◆機械安全実践研修
既存設備の機械安全対策推進と人財育成

１．目 的 : ①現場設備の危険源を⾒つけられる
②現場設備の不適合箇所を指摘できる

２．対象者 : 工場⻑・課⻑・係⻑・係員・リーダー・職⻑

３．講 師 ︓９名
産機システム技術部 ２名 計装技術部 １名
延岡第２設備技術部 ３名 延岡エンジニアリング部 ２名
社外講師（旭化成ＯＢ） １名

４．内 容 ︓研修期間 １日間
動く機械 「機械安全モデル機」を使って演習を⾏う。
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◆機械安全モデル機 全体
既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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⻩⾊テープ
機械安全指針類不適合箇所

白⾊テープ
機械の危険源

演習の様子

◆機械安全実践研修
既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年9月現在

人

延岡支社における機械安全研修 延べ受講者数（累計）

部課長層機械安全研修受講者数 ＳＳＡ試験受験者数 ＳＳＡ基本コース受講者数

ＳＳＡ受験対策研修受講者数 機械安全キーマン研修受講者数 機械安全実践研修受講者数

部場長機械安全実践研修受講者数

４．人財育成
既存設備の機械安全対策推進と人財育成

機械安全キーマンは７１名
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◆第１期８工場の進捗状況 2018年〜2021年3月まで

※RL︓リスクレベル RLⅤ・Ⅳ︓⾼リスク危険源

◆２０２１年度より、第２期 ７工場を追加・拡大し、合計１５工場が取り組んでいる
◆２０２４年度からは、全２５工場に展開予定

対象設備
種類数

機械RA完了設備
種類数 危険源同定 リスク低減方策決定 設備改善完了
進捗率 RLⅤ RLⅣ RLⅤ RLⅣ 進捗率 RLⅤ RLⅣ 進捗率

238 198 88 193 1,449
種類 種類 ％ カ所 カ所

191 1,347 93
カ所 カ所 ％

141 662 54
カ所 カ所 ％

５．既存設備の機械ＲＡとリスク低減方策の進捗状況
既存設備の機械安全対策推進と人財育成
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６．まとめ
既存設備の機械安全対策推進と人財育成

既存設備の機械安全対策を進める上で重要なこと

①機械ＲＡを正しく⾏うこと。そのために正しく⾏える人財を育成すること

②「既存設備の改善」は、「作業」を熟知した製造と「設備仕様」を熟知した
設備技術課の両方のメンバーで⾏うこと

③機械安全の基本的知識は、取り組みを⾏う工場の全員が理解すること

これからも本活動を通して現場の設備を改善し、挟まれ・巻き込まれ
労災を根絶したいと思います。



私たち旭化成グループの使命。

それは、いつの時代でも世界の人びとが“いのち”を育み、

より豊かな“くらし”を実現できるよう、最善を尽くすこと。

創業以来変わらぬ人類貢献への想いを胸に、

次の時代へ大胆に応えていくために―。

私たちは、“昨日まで世界になかったものを”創造し続けます。
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